
第４回新型コロナウイルス感染症対策本部会議要旨 

○実施日時／令和２年２月２８日 １３時３０分～１３時５５分 

○発言要旨 

議事 発言 

冒頭 【本部長】 

 ・昨日、首相から市立小中高校の休校要請があった。 

 ・３月２日からの休校要請ということで、保護者への必要最低限の連絡等、

急な対応を求められたため、本会議に先立ち、本日９時から教育委員会を

始めとするコア会議を行い、休校措置は３月４日から実施することを決定

したが、臨時的な措置であったことにご理解願いたい。 

 ・但し、コア会議の決定はあくまで休校措置を３月４日にしたというだけで

あり、子どもが休むだけで済む課題ではない。 

 ・本会議で必要な課題検討を行いたい。 

次第１「市立学校

の新型コロナウイ

ルス感染に関わる

臨時休業措置につ

いて」 

※資料１に基づき、教育部から説明を行った。 

【教育部】 

・文部科学省の通知にあるように、「地域や学校の実情を踏まえる」とあ

る。また、卒業式については実施できるとしている。 

・本日は高校の合格発表があり、また午後には授業のない学校もあるため、

各学校への休校時期の連絡については急きょ朝に対応した。 

・３月２日（月）および３日（火）は、休業に向けた様々な対応のために最

低限必要な準備期間である。 

・この間、児童や保護者への連絡や、児童への必要な指示、通知表の取り扱

い、卒業式への対応、進路指導、受験、就労確認、健康確認など、様々な

業務を行っていく。 

【本部長】 

・休校に際しては、共働きの家庭の子どもがいる家庭の居場所のことも考え

なければならない。 

・本市にはわくわくプラザがあり、現状は利用せざるを得ない状況もあるか

と思うので、教育委員会とこども未来局とで協議し、今日中に一定の方向

性を示していただきたい。 

【こども未来部】 

・厚生労働省から、学童（わくわく）については実施するよう通達されてい

る。 

・保護者からも、わくわくの継続実施を求める声は多い。 

【本部長】 

・わくわくの施設では十分なスペースが取れない可能性がある。 

・学校施設を広く使い、教員も活用するなどして対応して欲しい。 

・特別支援級や特別支援学校については、特段の配慮が必要である。 

・現時点では休校による影響が大きいため、通常通りの運営で良いのではな

いか。 



【教育部】 

・文部科学省の通知にもあるとおり、事情に応じて対応する。 

・特別支援級や特別支援学校は、通う児童にとって安心できる場所であるた

め、極力、通常通りの対応を行いたい。 

【本部長】 

・本市には県立学校もあり、また隣接市に通う生徒もいるので、本市の方針

を踏まえ、県などと調整し、対応して欲しい。 

【病院部】 

・児童生徒の居場所を作っていただけるのは、看護の現場にとっては大変有

難い。 

【本部長】 

・本市職員の中には子育て中の方もいるので、各局区で影響を把握して欲し

い。 

【事務局】 

・学校は施設開放を行っているが、休校中に考え方を確認させていただきた

い。 

【教育部】 

・子ども達の居場所を十分に確保する必要があるため、施設開放は中止とい

う判断が妥当と考えている。 

【本部長】 

・いずれにしても、子どもの居場所について、早々に検討いただき、迅速に

保護者に伝えていただきたい。 

次第２「その他」 【病院部】 

・現在、看護師が美容院から断られたケースがある。 

・また、幼稚園などから、看護師に対し、「コロナウイルスと関係があるの

か」といったヒアリングを受けているケースもある。 

【市民文化部】 

・スポーツセンターのトレーニングルームなどについては、感染拡大防止の

観点から、現在利用中止について取りまとめ中である。 

以上 


